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•定期工場
調査

•初回工場
調査

•フォロー
アップ試験

•タイプテスト（製
品試験）

代表サンプ
ルの規格適
合性評価

抜取試験

設計・基準
変更試験

試買テスト等

品質管理体
制の維持の
確認

工場の品質
管理体制の
確認

製品認証（タイプ５）

タイプテスト

（製品試験）

認証評価

認証書
の発行

製品認証（タイプ1a）

製品認証について
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認証書の発行及び認証マークの使用権の授与

試験機関が
実施

試験機関が
実施

証明書なしでテスト
レポートの発行も可
であるが、“認証”で
はない

認証機関が
実施

認証機関が
実施

大量生産品はタイプ5の
認証が一般的

小量生産品はタイプ1a
の認証が一般的

✓ 製品認証とは、製品を対象にした認証であり、認証に当たり、試験方法及び判定基準が必要。

✓ 試験所は、試験方法に基づいて試験を実施し、認証機関は、判定基準に基づき試験機関のテス
トレポートを評価（認証機関内の試験部門のテストレポート（認証部門からの独立性を確保）又は
外部の試験機関のテストレポートを活用）。

✓ 製品認証のスキームは複数タイプあるが、信頼性の高い試験結果に基づき、製品認証がなされ
ることが重要。 ＜代表的な製品認証スキーム＞

※重要インフラ向け蓄電池は、一般的には大量生産品として市場に流通することは考えにくい

認証評価

試験機関のテストレポー
トを評価

試験機関のテストレポー
トを評価



2Copyright© JAPAN ELECTRICAL SAFETY & ENVIRONMENT TECHNOLOGY LABORATORIES

NITEガイドラインに係る製品認証について

1. 製品評価技術基盤機構（NITE）の「公共調達・重要インフラ向け蓄電システムの安全ガイドライン

」（以下、NITEガイドライン）は、様々なJIS・IEC規格以上の厳しい要件に係る試験が必要となる

ところ、信頼性の高い試験結果に基づきNITEガイドラインへの適合性が判断されることが重要。

試験機関のテストレポートを認証機関が認証評価を行うことにより、第三者によるダブルチェック

機能が働き、テストレポートの信頼性が上がると考えられる。

2. JETは、試験機関に対する国際規格であるISO/IEC17025や認証機関に対する国際規格である

ISO/IEC17065に適合しており、蓄電池を含め種々の製品について、試験・認証の両方の業務を

実施。

3. 試験に必要な設備がない場合は、別機関の試験所の試験設備を活用することで、製品認証を行

うことが可能。
※JETの試験員が、別機関の試験所（NLAB、メーカなど）でISO/IEC17025の必要な要件を確認し、立会試験を実施すること

で、別機関の試験所で実施した試験データの活用が可能。また、登録試験機関のテストレポートも活用可能。

4. これまでSマーク認証等の製品認証の実績があり、NITEガイドラインの様々なJIS・IEC規格以上

の厳しい安全要件に対しても、別機関の試験所を活用しながら、NITEガイドラインの安全要件に

対する製品認証（タイプ1aを含む）を行うことが可能。

5. NITEガイドラインの安全要件に対して、信頼性の高い試験とその結果に基づく製品認証を行うこ
とで、安全性の高い蓄電池の普及に貢献していきたい。
（NITEガイドラインの安全要件への製品認証のご相談がございましたら、ご連絡ください。）
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